
繭
の
．
薬
も
踏
み
わ
け
畢
く
な
り
に
け
り

ー
　
素
材
史
小
論
　
－

山

崎

子

！

「
式
子
内
親
王
は
新
古
今
歌
壇
の
l
惑
星
で
あ
る
］
と
は
、
石
田
吉
貞
氏
の

（

－

）

言
葉
で
あ
る
が
、
彼
女
の
残
し
た
珠
玉
の
歌
の
数
々
は
、
今
日
尚
、
強
い
引
力

で
我
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。
本
稿
の
題
目
に
掲
げ
た
、

桐
の
葉
も
踏
み
わ
け
難
く
な
り
に
け
り

必
ず
人
を
待
つ
と
な
け
れ
ど

の
歌
は
、
新
古
今
和
歌
集
秋
下
5
3
4
に
入
集
し
、
同
じ
く
「
山
深
み
春
と
も
知
ら
ぬ

松
の
戸
に
た
え
′
ぐ
、
・
か
1
る
雪
の
玉
水
」
（
新
古
今
3
）
の
歌
や
、
「
玉
の
緒
よ

絶
え
な
ば
絶
え
ね
な
が
ら
へ
ば
忍
ぶ
る
こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る
」
　
（
同
聖
の

歌
な
ど
と
共
に
、
式
子
内
親
王
の
秀
歓
と
し
て
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。
一
首
の
恵

は
、
『
私
の
庭
は
桐
の
落
ち
葉
が
つ
も
っ
て
、
踏
み
わ
け
難
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
必
ず
し
も
人
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

け
れ
ど
」
と
、
静
か
な
晩
秋
の
た
た
ず
ま
い
の
中
に
佳
人
の
溜
息
が
も
れ
て
く

る
よ
う
な
風
情
の
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、
『
正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
の
う
ち
の
秋
第
十
九
首
目
の
詠

で
、
家
集
で
あ
る
『
式
子
内
親
王
集
』
に
収
め
ら
れ
、
後
に
は
『
自
讃
歌
』
に

も
揺
ら
れ
て
い
る
。
爾
来
、
こ
の
歌
に
関
す
る
古
注
・
新
注
が
多
く
存
在
し
、

本
歌
や
本
文
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
歌
と
し
て
は
、
古
今
集
恋
五
7
7
0
個

正
遍
昭
の
歌
、

我
宿
は
道
も
な
き
ま
で
荒
れ
に
け
り

つ
れ
な
き
人
を
待
つ
と
せ
し
ま
に

（
〇
一
）

を
、
本
文
と
し
て
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
（
落
葉
）
の
白
楽
天
の
詩
句
↓

ノ

　

ハ

　

　

　

ハ

　

ハ

り

す

　

．

一

　

　

　

　

力

一

事

ン

ヂ

　

ノ

　

　

ウ

　

ク

秋
庭
不
レ
掃
挽
二
藤
嬰
　
　
閑
踏
二
棺
桶
黄
葉
一
行

を
認
め
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
式
子
内
親
王
の
こ
の
歌
の
素
材
で
あ
る
「
桐
の
葉
」
が
、
右
の

．
ノ

白
楽
天
の
詩
句
「
朽
網
黄
葉
」
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
の
だ
が
、
和
歌

の
世
界
で
は
実
に
珍
し
い
素
材
の
一
つ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
「
桐

の
葉
」
と
い
う
言
葉
は
、
万
葉
集
以
来
千
載
琴
ま
で
の
和
歌
に
用
例
を
捜
す
こ

と
が
出
来
ず
、
勅
撰
集
に
於
て
は
、
新
古
今
集
の
式
子
内
親
王
の
こ
の
歌
が
最

初
の
用
例
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
和
歌
の
素
材
と
し
て
は
ぬ
め
て
稀
な
、

と
亭
っ
よ
り
特
異
な
素
材
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
言

及
し
た
も
の
は
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
、
わ
ず
か
に
、
有
斐
閣
新
書
亘
新
古

（3）

今
和
歌
集
入
門
一
口
の
み
で
あ
る
。
同
書
で
は
、
佐
藤
短
雄
氏
が
、
こ
の
歌
．
の
解

説
と
し
て
、
「
『
柄
の
葉
』
の
斬
新
さ
」
に
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
式
子
内
親
王
の
「
桐
の
葉
も
踏
み
わ
け
難
く
な
り
に
け
り
」
の
歌

を
契
機
と
し
て
、
「
桐
の
葉
」
或
は
「
桐
」
と
い
う
素
材
が
、
和
歌
史
の
中
で

ど
の
よ
う
に
㍑
記
さ
れ
、
扱
わ
れ
て
来
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
和
歌
や
散

文
・
漢
詩
文
に
用
例
を
求
め
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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〓

ま
ず
、
和
歌
に
於
け
る
用
例
の
状
況
で
あ
る
が
、
万
葉
集
と
廿
一
代
集
・
所

業
集
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
万
葉
集
と
八
代
集

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
索
引
に
拠
っ
て
調
査
し
た
。
也
は
扇
編
国
歌
大

観
』
の
索
引
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
遺
漏
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
大
よ
そ
の

傾
向
は
把
握
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
）

（
表
I
）

（
秋
3
6
7
伏
見
院
）

（
秋
川
常
盤
井
入
道
前
太
政
大
臣
）

（
秋
4
～
0
人
遺
二
品
親
王
法
守
）
（
秋
用
昭
訓
門
院
権
大
納

言
）
　
（
秋
6
－
6
太
上
天
皇
）
（
秋
7
川
西
間
寺
前
内
大
臣
女
）

（
秋
m
永
福
門
院
）
　
（
雑
刷
平
英
時
）
　
（
雑
皿
従
二
位

為
子
）

新
千
載

新
l
拾
遺

続
後
拾

新
続
古

新
　
葉

（
恋
1
1
0
5
後
九
条
前
内
大
臣
）
（
推
血
大
納
言
経
信
）

（
賀
7
8
9
按
察
使
公
保
）

（
秋
2
7
8
読
人
不
知
）

務
嘲
宗
良
親
王
）

（
秋
2
7
9
後
村
上
院
）
　
（
恋
9
9
5
中

（
衰
I
）
　
に
は
表
わ
れ
て
い
な
い
が
、
万
葉
集
に
、
歌
の
中
で
は
な
く
、
巻

玉
川
の
歌
を
含
む
審
状
の
中
で
、
「
槽
．
痢
日
本
琴
一
面
対
馬
結
石
山
元
諸
」
と
の
用

例
が
あ
る
。

ノ
勅
撰
集
以
外
で
は
、
中
富
私
家
集
・
私
撰
集
・
歌
合
・
定
数
歌
等
を
調
べ
て

み
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
に
二
例
を
捜
し
得
た
。
一
つ
は
、
『
大
弐
高
遠
集
』
に

（4）

長
恨
歌
を
題
に
詠
ん
だ
歌
が
あ
り
、
詞
書
（
長
恨
歌
の
一
句
）
か
ら
歌
車
の

「
木
の
葉
」
が
桐
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
も
の
、

秋
愚
周
嘗
題
∵



丸
司
劉
っ
る
降
に
つ
け
て
ぞ
な
か
／
＼
に
稔
身
の
放
は
ま
ず
し
ら
れ
け
る

で
あ
る
。
も
う
一
例
は
、
『
大
納
言
経
信
薬
』
の
長
歌
（
新
拾
遺
胤
に
入
集
す

る
）
　
で
、あ
ら
た
ま
の
　
年
く
れ
ゆ
き
て
…
…
き
り
の
い
と
に
も
　
た
づ
さ
は
る

身
に
し
む
ヱ
と
は
…
…

と
、
琴
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
「
桐
の
い
と
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
千
載
集
ま

で
の
中
古
和
歌
で
は
、
「
桐
」
或
は
「
桐
の
葉
」
が
詠
歌
の
対
象
－
と
な
っ
た
形

跡
は
見
当
ら
ず
、
「
桐
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
も
『
経
信
集
』
の
一
例
を
数
え

る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
桐
」
が
和
歌
素
材
と
し
て
歌
に
詠
み
込
ま
れ
、
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
（
表
I
）
　
の
如
く
、
勅
撰
集
で
は
新
古
今
集
以
後
で
、
新

勅
撰
集
・
玉
葉
集
・
続
千
載
集
へ
と
用
例
を
拾
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
出
来
る
。
こ

の
う
ち
、
風
雅
集
に
七
首
も
の
「
柄
」
の
歌
が
入
集
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に

伍
す
る
事
実
で
あ
る
が
、
今
は
そ
れ
が
京
極
派
敵
人
達
が
好
ん
で
詠
ん
だ
も
の

ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
勅
撰
集
に
於
け
る
「
桐
」
の
用
例
は
、
中
世
の
私
家
集

切
類
を
検
索
し
て
行
く
こ
せ
に
よ
っ
て
、
貫
に
以
下
の
用
例
を
加
え
る
こ
と
が

鮒
来
る
。
（
『
私
家
集
大
成
』
の
索
引
等
に
よ
っ
て
検
索
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

尚
、
新
古
今
前
後
に
つ
い
て
は
別
に
掲
げ
る
。

伏
見
院
御
集
…
…
1
　
亀
山
殿
七
百
首
（
後
事
多
院
）
…
…
1
　
為

芦
千
首
…
…
l
　
東
常
緑
琴
…
‥
l
　
十
鉢
和
歌
（
心
敬
）
…
…
l

松
下
集
（
正
広
）
…
…
2
．
碧
玉
集
（
政
為
）
…
…
1
　
再
昌
草
・

雪
玉
集
（
実
隆
）
…
…
3
　
　
柏
玉
和
歌
集
（
後
柏
原
院
）
…
…
1

遠
忠
…
…
1
　
　
年
代
和
歌
抄
（
国
永
）
…
…
1
　
　
三
光
院
詠
（
実

技
）
…
…
2
　
　
通
勝
集
…
・
・
2

こ
の
う
ち
、
『
亀
山
於
七
百
首
』
の
後
事
多
院
詠
や
、
『
為
声
千
首
』
の
詠

は
、
「
寄
桐
恋
」
と
い
う
歌
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
．
頃

に
な
る
と
、
「
桐
」
は
和
歌
素
材
と
し
て
、
ご
く
普
通
に
扱
わ
れ
て
通
り
、
同

時
に
中
世
連
歌
に
も
詠
ま
れ
、
下
っ
．
て
は
俳
語
に
も
そ
れ
を
認
め
て
行
く
こ
と

が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
勅
撰
集
で
「
桐
」
を
詠
ん
だ
歌
で
は
、
先
述
の
如
く
式
子
内
親

王
の
歌
が
最
初
の
も
の
な
の
だ
が
、
彼
女
が
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
正
せ
一
年
前
後

を
詳
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
如
く
用
例
を
拾
う
こ
と
が
出
来
る
。

建
久
二
（
二
九
一
）
年
　
十
題
百
首
　
定
家

夕
ま
ぐ
れ
夙
ふ
き
す
さ
ぶ
糊
の
l
樹
未
l
に
そ
よ
今
さ
ら
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど

建
久
七
（
二
九
六
）
年
　
（
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
）
定
家

樹
嘲
蘭
の
う
ら
ふ
く
風
の
夕
ま
ぐ
れ
そ
ら
や
身
に
し
む
秋
は
来
に
け
り

（
－
り
）

建
久
八
（
二
九
七
）
年
ま
で
　
（
玉
吟
集
　
百
首
初
心
）
家
隆

古
里
の
庭
の
日
影
も
さ
え
く
れ
て
杯
¢
語
弊
に
霞
ふ
る
な
り
．
（
新
勅
翠
禦

▼
正
治
二
（
三
〇
〇
）
年
　
正
治
百
首
　
式
子
内
親
王

桐
の
葉
も
踏
み
わ
け
難
く
な
り
に
け
り
必
ず
人
を
待
つ
と
な
け
れ
ど

〃
　
　
家
隆

古
郷
の
糊
の
こ
ず
ゑ
を
な
が
め
て
も
す
む
ら
ん
鳥
を
忠
ひ
こ
そ
や
れ

〃
　
　
坂
道

百
数
や
都
ル
こ
ず
ゑ
に
す
む
鳥
の
千
と
せ
は
竹
の
色
も
か
は
ら
ず

〃
　
　
信
広

日
は
く
も
る
桐
面
魂
が
く
れ
秋
や
と
き
さ
よ
風
涼
し
ね
や
の
手
枕
　
∵

建
仁
三
（
二
営
）
年
　
千
五
百
番
歌
合
判
詞
　
後
鳥
羽
院

人
は
こ
で
年
ふ
る
秋
の
柴
の
庵
に
珂
叫
矧
蘭
を
物
ぞ
訪
け
る
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か

　

　

〝

鑑
の
戸
は
月
に
ま
か
せ
て
夜
や
明
す
桐
例
刻
伝
ひ
風
は
吹
つ
1

建
保
二
（
≡
四
）
年
　
秋
十
五
首
歌
合
　
雅
踵

風
す
さ
む
相
似
一
捌
罫
に
あ
宅
た
え
て
ま
ど
深
き
夜
の
秋
の
村
雨

承
久
三
（
三
三
）
年
～
延
応
元
（
三
元
）
年
　
遠
鳩
首
首
　
後
鳥
羽
院

お
な
じ
く
は
矧
困
潮
も
ふ
り
し
け
な
払
ふ
人
な
き
秋
の
ま
が
き
に

．
▼
右
に
よ
っ
て
式
子
内
親
王
の
歌
以
前
の
儲
久
年
間
に
、
定
家
と
家
隆
の
歌
三

首
が
存
在
す
る
こ
．
と
が
わ
か
る
。
更
に
「
桐
」
と
い
う
儲
材
が
、
定
家
・
家
隆

・
式
子
内
親
王
・
坂
道
・
後
鳥
羽
院
・
雅
経
な
ど
い
わ
．
ゆ
る
新
古
今
歌
人
連
載

よ
っ
て
、
こ
の
時
期
北
詠
み
込
ま
れ
始
め
た
点
が
注
目
さ
れ
号

≡

前
節
で
掲
げ
た
「
桐
」
と
い
う
言
葉
を
含
ん
だ
歌
は
、
内
容
的
に
三
つ
に
分
ノ

類
出
来
る
。
一
つ
′
は
、
琴
（
或
は
楽
器
）
の
意
味
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
先
掲
ノ

『
大
納
言
経
信
集
』
（
新
拾
遺
（
聖
の
「
き
．
り
の
い
と
に
も
　
た
ず
さ
は
る
・
・
」

…
」
．
や
、
『
通
勝
集
』
の
、
．

お
の
が
名
の
い
つ
一
剖
引
そ
め
て
瑞
琴
の
し
ら
べ
え
な
ら
ず
つ
く
り
出
け
ん

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
周
知
の
如
く
、
琴
や
琵
琶
な
ど
を
桐
材
で
つ
く
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
去
後
漢
書
』
察
邑
伝
に
見
え
る
「
焦
尾
琴
」
の
故

事
、
興
人
有
焼
桐
以
缶
著
、
昌
閲
火
烈
之
群
、
知
其
良
木
、
因
請
而
裁
為
琴
、

果
有
美
音
、
而
其
尾
猶
焦
、
故
時
人
名
目
焦
尾
琴
焉
。

な
ど
も
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
は
、
『
正
治
百
首
』
の
家
隆
の
歌
、
「
古
郷
の
桐
の
こ
ず
ゑ
を
な
が
め

て
も
す
む
ら
ん
烏
を
恩
ひ
こ
そ
や
れ
」
や
、
同
じ
ノ
く
坂
道
の
歌
「
百
数
や
桐
の

こ
ず
ゑ
に
す
む
鳥
の
千
と
せ
は
竹
の
色
も
か
は
ら
ず
」
な
ど
の
如
く
、
鳳
凰
の

掛
む
未
と
し
て
桐
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
威
風
が
桐
の
木
に
桜
打
と
い
う
こ

と
は
、
『
荘
子
』
秋
水
岩
に
、

南
方
有
鳥
、
其
名
為
銅
坑
、
子
知
之
乎
、
大
鶴
鶴
、
発
於
南
海
而
飛
於

海
、
非
梧
桐
不
止
、
非
練
実
不
食
、
非
鴨
泉
不
飲
、
於
是
朗
得
偏
見
、
殉

鴎
過
之
、
仰
而
視
之
日
嚇
、
今
子
欲
以
子
之
梁
国
而
嚇
我
邪
、

と
あ
り
、
『
経
典
繹
文
』
に
「
亀
鴎
、
蜜
凰
之
属
也
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
『
毛

詩
』
巻
阿
に
、

鳳
凰
英
子
彼
高
岡
、
層
桐
生
実
子
彼
胡
粉

と
虜
り
、
．
『
鄭
箋
』
．
に
「
鳳
凰
之
性
非
梧
桐
不
墾
非
竹
実
不
食
」
の
注
が
あ

る
の
で
知
ら
れ
る
。
『
枕
草
子
』
の
「
木
の
花
は
」
で
知
ら
れ
る
一
段
（
尚
、

後
述
）
に
は
、
十
桐
の
木
の
花
…
…
、
も
ろ
こ
し
に
、
こ
と
ど
と
し
き
名
つ
き

た
る
鳥
の
、
え
り
て
こ
れ
に
の
み
ゐ
る
ら
ん
、
い
み
じ
う
心
こ
と
な
り
］
　
（
大

系
本
三
七
段
）
受
あ
っ
て
、
『
春
曙
抄
』
は
、

格
物
論
云
、
鳳
瀾
応
烏
、
太
平
之
世
則
見
、
其
形
鶏
頭
蛇
頸
領
亀
背
魚
尾
、

五
彩
色
、
高
六
尺
許
、
非
梧
桐
不
朽
非
竹
実
不
食
云
々
。

と
注
し
て
い
る
。
し
か
し
『
春
昭
抄
』
の
引
く
「
格
物
論
」
な
る
賓
物
の
素
性

（6）

は
不
明
で
あ
る
。
清
少
納
言
が
何
を
典
拠
と
し
た
か
に
わ
か
に
は
決
め
か
ね
る

が
、
「
格
物
論
」
を
比
定
す
る
の
は
適
当
で
な
い
（
「
格
物
論
」
．
の
記
述
は
、

前
記
、
『
毛
詩
』
の
『
鄭
箋
』
に
拠
っ
た
も
の
か
）
。

第
三
の
類
が
、
式
子
内
親
王
の
歌
を
初
め
と
す
る
桐
の
葉
そ
の
も
の
を
詠
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
虻
は
、
前
掲
の
『
大
弐
高
遠
集
』
の
「
利
叫
剰
ち
る

時
に
つ
け
て
ぞ
な
か
く
．
に
扮
身
の
秋
は
ま
づ
し
ら
れ
け
る
」
も
、
伏
見
醇

の
、
山
風
に
も
ろ
き
↓
要
は
か
芸
ち
て
梢
秋
な
る
ひ
ぐ
ら
し
の
声
（
玉
葉
1
8
0
）

の
如
く
、
「
桐
」
と
い
う
言
葉
は
直
接
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
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高
遠
の
歌
は
長
恨
歌
の
一
句
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
伏
見
院
の
歌
は
、
『
准
南

子
』
説
山
訓
の
「
見
一
黄
落
、
而
知
歳
之
将
暮
」
や
、
『
白
氏
六
帖
』
の
「
一

葉
落
知
天
下
秋
」
に
拠
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
准
南

子
』
も
『
白
氏
六
帖
』
も
、
「
一
葉
」
が
「
桐
」
の
葉
で
あ
る
と
は
限
定
し
て

（7）

い
な
い
。
桐
の
業
と
結
び
つ
い
た
例
と
し
て
は
、
新
問
一
美
氏
に
よ
る
と
、

『
群
芳
譜
』
の
、

立
秋
之
日
、
如
某
時
立
秋
、
至
期
一
葉
先
登
故
云
、
槽
禰
l
業
落
、
天

下
尽
知
秋
、

が
あ
る
と
い
う
。
が
、
そ
れ
以
前
で
は
例
を
知
ら
な
い
。
博
雅
の
御
示
教
を
仰

ぎ
た
い
。
こ
の
他
第
三
の
類
の
多
く
は
、
「
桐
の
葉
落
ち
て
」
　
「
桐
の
落
葉
」

「
桐
の
枯
葉
」
と
い
う
表
現
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
分
顆
の
う
ち
、
数
量
的
に
は
第
三
の
類
に
入
る
歌
が
最
む
多
い
生

収
集
し
た
和
歌
用
例
四
十
六
例
の
う
ち
、
第
一
類
に
入
る
も
の
は
わ
ず
か
二
伊
、

第
二
顆
は
六
例
で
、
残
り
四
十
例
が
第
三
茄
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
如
く
、

新
古
今
期
以
前
に
、
こ
の
第
三
期
の
桐
の
葉
を
詠
ん
だ
歌
は
、
『
高
遠
集
』
の

」
首
の
み
で
、
し
か
も
直
接
「
潤
の
葉
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
歌
は
見
当
ら

重
い
の
で
あ
る
。
一
体
な
ぜ
、
中
古
和
歌
に
於
て
は
「
．
桐
の
葉
」
が
詠
ま
れ
て

い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

周
知
の
如
く
、
『
源
氏
物
語
』
第
一
の
巻
は
「
桐
壷
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

中
庭
に
桐
の
木
が
縫
え
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
中
五
全
の
一
つ
淑
兢
合
の
こ
と

を
桐
壷
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
禁
秘
抄
考
証
』
に
は
、

∴
桐
壷
　
真
二
淑
景
舎
也
　
南
北
舎
各
五
間
四
面
桐
近
年
不
レ
見
　
但
荒
廃

之
間
毎
度
有
レ
桐
　
l

と
あ
る
。
『
源
氏
物
語
提
要
』
に
も
、

禰
壷
　
此
巻
を
桐
壷
と
い
ふ
は
罰
を
と
り
て
名
と
す
。
…
…
竜
と
は
大
南

の
御
坪
の
五
会
の
そ
の
一
つ
な
り
。
此
つ
ほ
に
は
桐
を
枯
さ
せ
け

る
に
よ
り
て
桐
壷
と
は
申
な
り
。
…
…

と
注
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
桐
と
い
う
植
物
が
存
在
し
、
宮
中
の
中
庭
に
植
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
『
正
治
百
首
』
の
坂
道
の
歌
に
も
、
「
可

笥
桐
の
こ
ず
ゑ
に
す
む
鳥
の
…
…
」
と
あ
っ
た
。
桐
の
木
自
体
が
下
璃
な
も

の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
『
源
氏
物

語
』
に
も
「
桐
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
地
の
文
に
も
和
歌
に
も
一
例
も
使
わ

れ
て
い
な
い
。

そ
れ
を
は
っ
き
り
と
使
用
し
て
い
る
の
は
、
『
枕
草
子
』
で
、

未
の
花
は
…
…
…
桐
の
木
の
花
む
ら
さ
き
に
咲
き
た
る
は
な
は
を
か
し
き

・
に
、
葉
の
ひ
ろ
ご
り
ざ
ま
ぞ
、
う
た
て
こ
ち
た
け
れ
ど
、
こ
と
木
ど
も
と

ひ
と
し
う
い
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
も
ろ
こ
し
に
、
こ
と
ど
と
し
き
名
つ
・

き
た
る
鳥
の
、
え
り
て
こ
れ
に
の
み
ゐ
る
ら
ん
、
い
み
じ
う
心
こ
と
な

り
。
ま
い
て
琴
に
つ
く
り
て
さ
ま
ざ
ま
な
る
音
の
い
で
く
る
な
ど
は
、
を

か
し
な
ど
世
の
つ
ね
に
い
ふ
ペ
く
や
は
あ
る
。
い
み
じ
う
こ
そ
め
で
た
け

れ
。

（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
三
七
段
）

密
少
納
言
の
「
桐
」
を
め
ぐ
る
評
価
は
、
「
紫
」
に
咲
く
花
が
「
を
か
L
L
で

あ
る
点
、
「
と
と
ど
と
し
き
名
つ
き
た
る
鳥
（
鳳
凰
）
」
が
す
む
点
、
そ
し
て

琴
に
つ
く
ら
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
音
が
出
て
く
る
点
で
、
「
い
み
じ
う
め
で
た
け

れ
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
一
つ
．
清
少
納
言
が
マ
イ
ナ
ス
に
評
価
し
た
の
は
、

1
「
葉
の
ひ
ろ
ご
り
ざ
ま
」
で
、
1
′
「
う
た
て
こ
ち
た
け
れ
ど
」
と
蹄
躇
い
が
ち
に

述
べ
て
い
る
。
実
際
、
桐
の
葉
と
い
う
の
は
、
紅
葉
（
も
み
ぢ
）
な
ど
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
位
大
き
ソ
、
て
、
清
少
納
言
が
「
う
た
て
こ
ち
た
け
れ
ど
」

と
言
っ
た
儲
持
は
今
日
の
載
々
北
も
十
分
に
遡
潔
で
き
る
も
の
で
ぁ
受
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可
緻
草
子
』
の
記
述
を
以
サ
て
決
論
づ
け
る
れ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
恐
ら

く
は
、
「
桐
の
葉
」
と
い
う
も
の
は
王
朝
和
文
の
世
界
で
未
だ
美
意
識
の
範
疇

外
に
存
在
し
、
あ
え
て
そ
れ
に
着
目
す
れ
ば
「
葉
の
ひ
ろ
ご
り
ざ
ま
う
た
て
こ

ち
た
」
L
と
い
う
の
が
評
価
の
有
様
だ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

四

こ
こ
で
少
々
本
筋
か
ら
そ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
植
物
学
的
な
素
材
の
性
質

を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
も
、
ま
た
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、

「
桐
」
と
「
梧
桐
」
と
の
違
い
が
問
題
と
な
る
。
周
知
の
如
く
、
「
梧
桐
」
は

「
青
桐
」
の
淡
名
で
あ
る
が
、
で
は
、
「
青
桐
」
と
「
桐
」
の
違
い
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
廿
巻
本
和
名
類
策
抄
』
は
「
梧
桐
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

陶
隠
居
本
草
注
云
、
桐
有
四
種
、
青
桐
聖
梧
桐
祉
菅
、
崗
桐
、
椅
桐

精
箪
梧
桐
老
色
白
有
子
著
帰
農
議
豊
、
椅
桐
著
白
桐
也
、
三
月
花
紫
、

一
亦
堪
作
琴
悪
者
是
也
、

「
陶
隠
居
本
草
注
」
を
引
い
て
、
桐
に
は
、
青
桐
・
梧
桐
・
．
崗
桐
・
椅
桐
の

四
種
が
あ
る
と
い
う
。
青
桐
と
梧
桐
を
別
物
と
す
る
点
は
不
明
だ
が
、
大
よ
そ

は
次
の
『
大
和
本
草
』
の
記
述
に
拠
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
「
梧
桐
」

に
つ
い
て
、
其
皮
背
シ
、
故
又
青
桐
ト
云
、
古
人
詩
歌
二
詠
ゼ
シ
バ
コ
レ
ナ
リ
、
佳
木

ナ
リ
、
．
国
璽
一
多
ク
植
ベ
シ
、
世
二
日
桐
ハ
多
ク
、
梧
桐
ハ
稀
サ
リ
、
夏

花
サ
キ
、
秋
ミ
ノ
ル
、
冥
ノ
穀
ワ
レ
テ
閑
ク
、
実
ハ
穀
二
付
テ
不
レ
落
、
…
＝

と
記
し
、
「
日
柄
」
に
つ
い
て
は
、

．
此
木
切
レ
バ
早
ク
長
ズ
、
故
ニ
キ
リ
ト
云
、
桐
ノ
顆
多
シ
、
梧
桐
ハ
青
ギ

リ
也
・
白
帆
八
ツ
干
ノ
楓
ナ
リ
ゝ
賢
を
楓
ヲ
多
ク
肝
テ
温
ト
ス
、
良
材

一
ナ
リ
、
花
淡
紫
ア
リ
、
自
キ
ア
リ
、
実
ハ
桃
二
似
テ
内
二
薄
片
多
シ
、
長

ヲ
ウ
フ
レ
パ
生
ズ
、
・
…
＝

と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
桐
」
と
言
っ
た
時
、
梧
桐
　
（
青
桐
）
と
白
桐

（
ツ
子
ノ
桐
）
と
が
あ
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
梧
桐
は
青
桐
の
漠

名
で
あ
り
、
白
桐
は
桐
の
異
名
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（8）

右
を
『
牧
野
新
日
本
植
物
図
鑑
』
に
よ
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
．
桐
は
ゴ
マ
ノ

ヽ

　

ヽ

バ
グ
サ
科
の
植
物
、
青
桐
は
ア
オ
ギ
リ
科
の
植
物
で
、
き
り
と
は
言
い
条
、
別

種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
の
顕
著
な
違
い
は
花
に
於
て
見
ら
れ

る
。
桐
は
、
「
初
夏
、
枝
の
頂
き
に
円
す
い
形
の
大
形
の
花
序
を
つ
け
、
多
数

の
紫
色
の
花
を
開
く
」
　
（
同
書
）
の
に
対
し
、
青
桐
は
「
盛
夏
に
枝
先
に
大
き

な
円
す
い
花
序
を
作
っ
て
多
数
の
黄
色
い
小
さ
な
花
が
咲
き
、
l
つ
の
花
序
の
一

中
に
雄
花
と
雌
花
が
ま
じ
る
」
　
（
同
書
）
。
従
っ
て
、
′
五
月
頃
紫
色
の
筒
状
の
　
1
5

大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
は
、
青
桐
で
は
な
く
、
桐
で
あ
る
。
　
　
　
　
一

そ
れ
で
は
、
桐
壷
に
植
え
ら
れ
て
い
た
の
は
桐
で
あ
っ
た
の
か
梧
桐
で
あ
っ

た
の
か
、
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
桐
は
ど
ち
ら
か
、
と
い
う
点
に
興
味
が
湧
い

て
く
る
。
先
の
『
大
和
本
草
』
は
、
梧
桐
の
こ
と
を
「
古
人
詩
歌
二
詠
ゼ
シ
バ

コ
レ
ナ
リ
、
佳
木
ナ
リ
、
園
庭
二
多
ク
植
ベ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
確
か
に
庭

に
植
え
て
鑑
賞
に
耐
え
る
の
は
梧
桐
の
方
で
あ
ろ
う
が
両
者
の
識
別
に
花
の
形

状
の
違
い
は
手
が
か
り
艦
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
『
源
氏
物
語
』
に
は
、
桐
壷
と
い
う
巻
は
あ
る
も
の
の
、
胸
と

い
う
言
葉
自
体
が
地
の
文
に
も
和
歌
に
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
も
と
よ

り
花
の
記
述
は
な
い
。
そ
し
て
、
和
歌
用
例
で
も
、
主
節
で
分
類
し
た
如
く
、

葉
を
詠
ん
だ
も
の
は
あ
っ
て
も
花
の
形
や
色
を
詠
ん
だ
も
の
は
無
い
の
で
あ

る
。
『
枕
草
子
』
の
み
が
「
桐
の
木
の
花
む
ら
さ
き
に
咲
き
た
る
は
」
と
、
花



に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
清
少
納
言
の
言
っ
て
い
る
の
は
括

桐
で
は
な
く
、
桐
に
つ
い
て
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
．
「
こ
上
ご

と
し
き
名
つ
き
た
る
烏
」
．
で
あ
る
鳳
凰
の
棲
む
の
は
梧
桐
で
あ
る
か
ら
、
清
少

納
言
が
杷
物
学
的
に
矛
盾
し
た
記
述
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が

す
る
。
事
実
、
右
に
関
し
て
、
「
枕
草
子
に
桐
と
言
う
て
い
る
の
は
梧
桐
で
は

（9）

な
い
ら
し
い
が
、
梧
桐
も
桐
の
一
種
と
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
U
と

い
う
解
釈
を
す
る
人
も
あ
る
。
『
牧
野
新
日
本
植
物
図
鑑
』
で
も
、
「
桐
に
鳳

凰
と
い
う
組
合
せ
が
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ホ
ウ
オ
ウ
の
と
ま
っ
た

の
は
じ
つ
は
こ
の
木
（
あ
お
ぎ
り
、
筆
者
注
）
で
あ
っ
て
、
紫
の
花
の
さ
く
キ

リ
で
は
な
い
］
去
わ
ざ
わ
ざ
注
し
て
い
る
。
果
し
て
清
少
納
言
が
勘
違
い
を
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
の
鳳
凰
の
故
事
の
源
か
ら
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。
『
枕
草
子
』
の
先
の
記
述
が
、
元
積
と
白
楽
天
の
唱
和
詩
に
関
連
し
て
い

（10）

る
と
の
指
摘
は
既
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
元
白
の
両
詩
に
於
て
も
、

紫
の
花
の
咲
く
桐
の
木
に
鳳
凰
が
と
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

脱
月
上
山
館

可
倍
暗
消
色

舜
没
蒼
桔
野

道
落
在
人
世

山
木
多
若
鬱

葉
重
碧
雲
片

是
時
三
月
天

…
…
（
中
略
）

哉
此
瀞
腰
色

紫
桐
垂
好
陰

無
人
知
此
心

鳳
帰
丹
穴
等

光
華
郡
復
深

菟
桐
独
亭
々

花
京
紫
琶
英

春
暖
山
雨
晴

渦
潮
儲
可
刊

（
以
下
略
）

（
『
元
氏
長
屋
集
』
　
「
桐
花
」
）

…
…
（
中
略
）
…
…

為
君
長
高
校
　
　
鳳
凰
上
月
痢
矧
　
（
以
下
略
）

（
『
自
氏
長
慶
集
』
　
「
答
桐
花
」
）

他
に
も
中
国
の
用
例
を
検
し
て
み
る
と
、
桐
と
い
う
言
葉
と
梧
桐
と
い
う
言

葉
と
は
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
呂
氏
春

秋
』
季
春
の
古
詩
注
に
、

桐
始
撃
岬
珊
誹
振
動
・

と
あ
り
、
『
山
海
踵
』
北
山
経
の
郭
瑛
注
に
も
、

又
北
三
百
八
十
呈
日
報
山
其
上
多
漆
其
下
多
栴
梢

棚
田
醐
也
、
柏
柚
木

聞
m
中
碑
捏
、
骨
接
、

と
あ
る
。
ま
た
、
『
礼
記
』
雑
記
上
に
、
『
経
典
搾
文
』
に
よ
る
と
、

和
彗
以
樹
齢
桐

と
あ
り
、
桐
と
梧
桐
と
は
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
紫
の
花
の
咲
く
桐
に
鳳
凰
が
止
ま
っ
て
い
て
も
何
ら
さ
し
つ
か
え

な
い
こ
と
と
考
え
た
方
が
艮
い
よ
う
で
あ
る
。
『
枕
草
子
』
の
記
述
も
、
ま

た
、
『
源
氏
物
語
』
桐
壷
の
巻
か
ら
紫
の
イ
メ
ー
ジ
と
鳳
凰
の
高
貴
な
イ
メ
ー

ジ
と
の
両
方
を
連
想
す
る
こ
と
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
和
歌

に
詠
ま
れ
た
桐
が
梧
桐
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
七
と
は
わ
か
ら
な
い

ヽ

　

ヽ

が
、
前
掲
『
和
名
類
緊
抄
』
の
「
和
名
曽
木
旦
」
に
従
う
他
は
な
い
。

五

本
節
で
は
桐
の
葉
を
詠
ん
だ
歌
の
様
相
を
分
析
も
て
み
た
い
。
ま
ず
、
収
集

し
た
四
十
六
首
に
つ
い
て
、
・
部
立
別
に
見
る
と
、
四
季
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た

も
の
が
四
十
二
首
あ
り
、
残
り
四
首
は
恋
の
歌
で
あ
る
（
四
季
の
歌
の
中
に

も
、
式
子
内
親
王
の
一
首
の
働
く
、
甘
凛
腰
の
僧
重
よ
る
と
る
べ
き
か
否
か
が
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問
題
と
な
る
よ
う
な
歌
も
あ
る
が
、
は
っ
き
り
と
恋
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
の
み

を
数
え
た
）
・
。
㌧

、
′
恋
の
歌
で
は
、

l
∴
秋
の
恋
の
心
を

秋
の
雨
に
桐
の
葉
お
つ
る
夕
碁
を
恩
ひ
す
つ
る
ぞ
ま
つ
に
ま
さ
れ
る

（
新
拾
遺
恋
1
1
。
5
　
後
九
条
前
内
大
臣
）
．

∵
・
寄
桐
恋

契
り
し
も
た
が
は
ざ
ら
ま
し
桐
の
葉
を
き
ざ
み
し
人
の
あ
る
世
な
り
せ
ば

．
（
亀
山
殿
七
百
首
　
後
宇
多
院
）

寄
桐
恋

あ
ぢ
き
な
や
桐
の
二
某
の
落
ち
初
め
て
人
の
秋
こ
そ
や
が
て
見
え
け
れ

l
　
（
為
声
卿
千
首
和
歌
）

ハ
　
寄
木
恋

桐
の
葉
も
お
つ
る
涙
の
数
そ
へ
て
人
の
心
の
秋
ぞ
し
ら
る
～
、

（
三
光
院
詠
　
実
永
）
、

後
事
多
院
詠
「
桐
の
葉
を
き
ざ
み
し
人
の
…
…
」
は
、
『
史
記
』
晋
世
家
の

「
削
二
桐
琴
為
レ
珪
」
の
故
事
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
為
芦
詠
「
桐
の
一
葉

の
落
ち
初
め
て
」
は
、
1
『
推
南
子
』
説
山
訓
の
一
節
（
前
述
）
な
ど
に
拠
っ
た

も
の
で
あ
訂
。
こ
の
歌
と
次
の
実
永
の
詠
は
、
桐
の
業
が
落
ち
る
秋
が
到
来
し

た
こ
と
と
、
人
の
心
に
も
「
秋
（
飽
き
）
」
が
釆
た
こ
と
の
両
意
を
か
け
て
詠

ま
れ
て
い
る
。

四
季
の
歌
で
は
秋
の
歌
が
最
も
多
く
、
他
の
季
節
の
も
の
が
若
干
あ
る
。
そ

れ
ら
は
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
の
屈
の
日
か
げ
も
さ
え
く
れ
て
桐
の
落
葉
に
あ
ら
れ
ふ
る
な
り

（
新
勅
撰
冬
3
9
3
　
家
隆
）

閑
居
冬
夕
を

さ
び
し
さ
よ
桐
の
落
葉
は
風
に
な
り
て
人
は
お
と
せ
ぬ
や
ど
の
夕
碁

敵
対
花

（
風
雅
雑
皿
　
従
二
位
為
子
）

桐
切
葉
の
糊
に
も
ろ
き
秋
は
あ
れ
ど
ゆ
ふ
べ
の
苔
に
載
冶
っ
渇
と
受

（
心
敬
十
鉢
和
歌
）

五
月
中
の
頃
意
な
七
庭
に
音
の
忍
者
昔
彗
妄
お

ち
け
れ
ば
、

桐
油
葉
も
心
よ
は
く
や
成
ぬ
ら
ん
か
な
ろ
す
秋
を
ま
た
で
お
つ
れ
ば
∴

（
年
付
潮
歌
抄
　
国
凍
）
・
一

家
隆
と
従
一
一
位
為
子
の
二
．
首
は
冬
の
歌
で
あ
る
。
前
者
家
隆
の
歌
は
、
後
述
す

る
定
家
の
二
首
と
共
に
式
子
内
親
王
の
歌
に
先
行
す
る
4
の
だ
が
、
式
子
の
歌

同
載
散
っ
て
し
ま
っ
た
「
落
葉
」
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
上
、
「
桐
の
落
葉
」

に
「
あ
ら
れ
」
の
と
り
合
わ
せ
は
、
乾
い
た
桐
の
落
葉
に
白
い
霞
の
玉
を
視
覚

に
訴
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
昔
ま
で
も
想
像
さ
せ
て
、
寒
々
と
し
た
冬
の
情

景
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
儀
者
も
、
冬
の
閑
居
の
夕
べ
を
桐
の
葛
粟
に
吹
く
風

の
音
で
と
う
え
て
い
る
。
「
人
は
お
と
せ
ぬ
」
の
表
現
樽
、
式
子
内
親
王
の

「
桐
の
葉
も
」
の
歌
の
影
響
下
に
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
せ
を
窺
わ
せ
る
。

国
永
の
歌
は
、
詞
宙
で
知
ら
れ
る
如
く
、
秋
に
落
ち
る
べ
き
票
が
五
月
中
の

頃
（
夏
）
　
に
落
ち
た
こ
と
を
詠
ん
だ
機
知
の
歌
で
あ
る
。
一
方
、
心
敬
の
歌
は

注
目
さ
れ
る
一
首
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
の
捜
し
得
た
所
で
七
だ
l
首
、

こ
の
歌
の
み
が
桐
の
花
を
詠
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
歌
中
に
虻
花
の
形
状
は

詠
ま
れ
て
い
重
い
が
、
下
旬
「
花
お
つ
る
と
き
」
は
春
か
夏
で
あ
ろ
う
。
清
少

納
言
は
桐
の
花
を
評
価
し
た
が
、
和
歌
に
そ
の
花
を
詠
ん
だ
も
の
が
」
は
．
る
か

農
を
瀾
て
た
右
の
盲
ま
で
褒
い
点
は
喫
味
深
い
。
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杖
の
駅
は
様
々
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
季
節
の
鮭
移
に
よ
っ
て
更
l
こ
分
塩
し

て
み
る
と
、
l
つ
は
落
葉
で
は
な
く
桐
の
木
に
つ
い
て
い
る
葉
を
詠
ん
だ
も
の

が
あ
り
、
初
秋
の
頃
の
歌
で
あ
る
。

夕
ま
ぐ
れ
風
ふ
き
す
さ
ぶ
桐
の
葉
に
そ
よ
今
さ
ら
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど

（
十
題
百
官
　
定
家
）

桐
の
某
の
う
ら
ふ
く
風
の
夕
ま
ぐ
れ
そ
ら
や
身
に
し
む
秋
は
米
に
け
り

（
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
）

日
は
く
も
る
桐
の
某
が
く
れ
秋
や
と
き
さ
よ
風
掠
し
ね
や
の
手
枕

（
‖
）

（
正
治
百
首
　
信
広
）

厩
の
戸
は
月
に
任
せ
て
夜
や
明
す
桐
の
葉
伝
ひ
風
は
吹
つ
ゝ

（
千
五
百
番
歌
合
　
細
判
）

桐
の
葉
に
秋
風
立
ち
て
道
芝
の
つ
ゆ
も
お
も
ひ
も
ふ
か
せ
こ
ろ
か
な

（
東
常
緑
集
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
桐
の
木
の
枝
葉
に
秋
風
が
吹
く
棟
を
詠
ん
で
い
る
点
で
共

通
し
て
い
る
。
定
家
の
敬
二
首
は
、
式
子
内
親
王
の
歌
に
先
立
つ
時
期
に
詠
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
洪
詩
句
ル
影
響
下
に
成
っ
た
作
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
（
早
秋
）
所
収
の
白
楽
天
の
詩
句
に
、

椀
花
雨
洩
新
秋
地
　
元
葉
風
掠
欲
夜
天

が
あ
る
。
「
挽
（
え
ん
じ
ゆ
）
の
花
が
地
に
落
ち
た
の
を
初
秋
の
雨
が
し
め
や

か
に
油
し
て
い
る
■
柿
の
葉
を
吹
く
風
も
ひ
ん
や
り
と
し
て
空
は
ま
さ
に
月
碁

を
近
え
よ
う
と
し
て
い
る
〕
　
（
新
勘
日
本
古
典
集
成
『
和
洪
朗
詠
集
』
封
塗

と
の
意
で
あ
る
㌣
定
家
の
歌
の
「
夕
ま
ぐ
れ
」
「
風
ふ
き
す
さ
ぶ
」
「
桐
の
葉
」

「
う
ら
ふ
く
風
」
と
い
う
表
現
や
設
定
は
白
楽
天
の
詩
句
に
非
常
に
近
似
し
て

い
る
。
房
に
新
秋
の
清
涼
感
ま
で
も
よ
く
映
し
て
．
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

尚
、
風
と
桐
の
木
の
葉
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
如
き
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

注
が
参
考
に
な
ろ
う
。

○
桐
葉
ハ
キ
リ
ノ
葉
也
　
秋
ノ
風
ハ
必
ス
タ
一
束
ル
　
桐
ノ
木
ノ
資
ハ
賢
一

余
ヨ
リ
モ
凪
ソ
ヨ
メ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
（
囲
放
露
和
決
朗
詠
集
注
）
・

〇
下
ハ
キ
リ
ノ
ハ
殊
二
風
ノ
バ
ヤ
ク
ウ
ツ
ナ
ソ
ヨ
メ
ケ
ハ
ス
ー
シ
ト
也

（
広
大
本
仮
名
注
）

秋
の
歌
の
第
二
も
、
や
は
り
初
秋
の
歌
で
あ
る
が
、
桐
の
葉
が
一
枚
落
ち
る

こ
と
に
よ
っ
て
秋
の
到
来
を
知
る
と
い
う
も
の
で
あ
を

山
風
に
も
ろ
き
一
葉
は
か
つ
お
ち
て
梢
秋
な
る
ひ
ぐ
ら
し
の
声

（
玉
葉
秋
上
牛
虎
見
院
）

お
ち
そ
む
る
桐
の
l
葉
の
声
の
う
ち
に
秋
の
あ
は
れ
を
き
き
は
じ
め
ぬ
．
る

∴
風
雅
秋
上
1
5
0
・
入
道
二
品
親
王
法
守
）

秋
き
ぬ
と
今
朝
ぞ
し
ら
霞
風
の
ま
に
外
面
の
桐
も
l
葉
ち
る
陰
（
松
下
集
）

桐
が
校
に
ま
だ
朝
霧
は
た
～
ね
ど
も
秋
を
し
ら
せ
て
一
葉
お
っ
也
（
適
忠
）

こ
れ
ら
が
、
『
軋
南
子
』
料
山
訓
の
「
見
一
葉
落
、
両
部
歳
之
将
暮
」
や
『
月

氏
六
帖
』
の
∵
二
葉
洛
知
天
下
秋
」
に
拠
っ
て
詠
計
れ
た
も
の
で
．
あ
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

桐
の
葉
が
秋
に
な
る
と
、
ま
ず
最
初
に
落
ち
′
る
上
い
う
こ
と
は
、
．
．
『
遠
鴫
召

首
』
の
「
お
な
じ
く
は
桐
の
落
葉
も
ふ
り
ん
け
猛
払
ふ
人
な
き
秋
の
ま
が
さ

に
」
の
注
に
、
∵

き
り
の
落
葉
も
と
云
事
は
諸
木
の
初
に
き
り
の
葉
落
初
て
へ
ま
の
木
の
葉

ふ
り
数
と
御
な
げ
舌
の
御
心
な
り
（
高
岡
図
番
館
蔵
本
速
鴫
百
首
）

桐
は
詣
木
よ
り
先
お
つ
る
物
也
　
（
神
宮
文
庫
本
遠
鳩
首
首
）
l
l

な
ど
と
あ
る
と
と
に
よ
1
つ
て
も
理
解
さ
れ
る
㌣
前
掲
歌
の
こ
首
自
注
守
法
親
王
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の
歌
は
、
古
今
集
秋
下
目
貫
之
の
「
夕
月
夜
を
ぐ
ら
の
山
に
な
く
虎
の
声
の
中

に
や
秋
は
く
る
ら
む
」
に
拠
り
つ
つ
も
、
新
た
に
「
落
ち
そ
む
る
桐
の
一
票
の

声
の
う
ち
に
」
と
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

・
秋
の
歌
の
第
三
は
、
仲
秋
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
の
「
落
ち
る
葉
」
或
は
「
落

ち
た
葉
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
量
的
に
も
多
い
ゆ
式
子
内
親
王
の
一
首
は
、

「
落
ち
る
」
と
い
う
直
接
的
表
現
は
な
い
が
、
「
踏
み
わ
け
難
く
な
り
に
け
り
」

で
ハ
桐
の
落
葉
と
知
ら
れ
る
。
、
『
千
五
百
番
歌
会
』
後
鳥
羽
院
の
判
歌
、
∵

人
は
こ
で
年
ふ
る
秋
の
柴
の
庵
に
桐
の
落
葉
を
物
ぞ
訪
け
る
（
六
三
三
番
）

．
『
逮
嶋
百
首
』
中
の
l
首
、

1
．
お
な
じ
く
は
桐
の
落
葉
も
ふ
り
し
け
な
払
ふ
人
な
き
秋
の
ま
が
き
に

む
雰
囲
気
的
に
は
、
式
子
内
親
王
の
歌
に
似
通
っ
て
お
り
、
式
子
打
親
王
歌
か

ら
の
影
響
作
と
考
え
ら
れ
る
（
続
群
宥
恕
従
本
遠
嶋
百
首
注
私
は
「
式
子
内
親

王
の
桐
の
票
の
苛
を
ふ
ま
へ
て
…
…
」
と
あ
り
、
賀
茂
別
雷
社
泉
亭
文
庫
本
に

は
「
此
膏
は
式
子
内
親
王
桐
の
葉
む
と
同
前
也
」
と
あ
る
）
。

こ
の
他
、
第
三
の
歌
の
多
く
は
、
′
風
・
雨
・
嵐
と
い
う
自
然
現
象
と
共
に
詠

ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

庭
を
だ
に
し
ば
し
と
恩
ふ
わ
が
宿
の
桐
の
お
ち
葉
に
秋
風
ぞ
吹
く

∴
続
後
拾
退
4
0
1
　
実
氏
）

l
し
き
り
嵐
は
す
ぎ
て
桐
の
葉
の
し
づ
か
に
お
つ
る
夕
ぐ
れ
の
庭
．

（
風
雅
6
1
5
　
昭
訓
門
院
権
大
納
言
）

桐
の
葉
に
か
1
る
を
と
よ
り
き
1
そ
め
ぬ
く
れ
ぬ
る
庭
の
秋
の
村
雨
一

（
伏
見
院
御
集
）

等
で
あ
る
。
「
桐
の
葉
」
と
い
う
素
材
は
、
風
や
雨
と
取
り
合
わ
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
和
歌
素
材
の
一
一
つ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

中
で
も
、
雨
と
共
に
詠
ま
れ
た
も
の
に
は
、
他
に
、

風
す
さ
ぶ
桐
の
落
葉
に
跡
絶
え
て
窓
深
き
夜
の
秋
の
村
雨
　
㌧

1
　
（
明
日
香
井
集
）

夕
碁
の
庭
す
さ
ま
じ
き
秋
風
に
桐
の
票
落
ち
て
村
雨
ぞ
降
る
二
．

・
・
（
五
葉
掴
／
永
禰
門
院
）

1
　
秋
め
雨
に
L
を
れ
て
お
つ
る
桐
の
業
は
音
す
る
L
も
ぞ
さ
び
し
か
り
け
る

・
（
風
雅
叩
．
・
西
国
寺
前
内
大
臣
女
）

な
ど
が
あ
り
、
、
秋
の
寂
蓼
と
し
た
情
景
を
巧
み
に
豪
現
も
て
い
る
。
．

一
八

上
述
の
如
く
、
「
桐
の
芝
。
と
い
う
素
材
は
軒
世
和
歌
に
於
で
様
昔
詠
ま

れ
て
い
る
。
中
古
和
歌
で
は
詠
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
つ
た
、
L
、
甘
「
周
の
賢

が
新
古
今
期
に
な
っ
て
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
；
口
で
言
え

ば
詠
歌
素
材
0
拡
大
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
素
材
が
拡
大
さ
れ
て
行
く
背
景

に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
本
稿
を
結
び
患
い
。

新
古
今
期
の
和
歌
が
本
歌
取
り
、
の
み
な
ら
ず
、
．
広
ぐ
物
箪
・
．
醇
詩
文
に
拠
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
風
和
歌
の
世
界
を
切
り
拓
い
て
行
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ

ろ
で
灯
る
。
就
中
・
漢
詩
文
に
つ
い
て
は
、
定
家
の
『
詠
歌
大
概
』
鞍
「
自
艮

文
集
第
一
竺
の
幌
、
常
に
捏
翫
す
べ
し
、
深
く
和
歌
の
心
に
琴
寺
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
『
各
氏
文
集
』
が
珍
重
さ
れ
た
こ
と
が
準
え
る
l
。
「
桐
の
葉
」

も
本
来
は
漠
詩
文
の
素
材
で
あ
っ
た
も
の
が
、
『
自
氏
文
集
』
廿
ど
の
詩
句
に

よ
っ
て
和
歌
世
界
へ
新
た
に
導
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
を

建
久
年
間
に
詠
ま
れ
た
定
家
の
二
首
「
夕
ま
ぐ
れ
風
ふ
き
す
さ
ぶ
桐
の
葉
に

そ
よ
今
さ
ら
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」
　
「
桐
の
葉
の
う
ら
ふ
く
風
の
夕
ま
ぐ
れ
そ

ら
や
身
に
し
む
秋
は
釆
に
け
り
」
が
、
「
柏
花
雨
潤
新
秋
地
、
桐
葉
風
掠
欲
夜

天
」
　
（
『
自
氏
文
集
』
・
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
）
に
拠
り
、
正
治
二
年
の
式

内
親
王
の
一
首
が
、
「
秋
庭
不
掃
携
藤
杖
、
閥
踏
梧
桐
黄
葉
行
」
　
（
同
前
）
　
t
に

19



拠
っ
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
小
敵
久
八
年
ま
で
の
作
と
見
ら
れ

る
家
隆
の
一
首
「
古
里
1
J
庭
の
日
影
も
さ
え
く
れ
て
桐
の
落
葉
に
霞
ふ
る
な

り
」
に
つ
い
て
は
典
拠
と
な
る
詩
句
を
捜
し
得
て
・
い
な
い
が
、
定
家
の
歌
が
、

「
桐
の
葉
」
と
「
風
」
を
詠
み
込
ん
だ
初
め
で
あ
り
、
家
隆
と
武
子
内
親
王
の

歌
が
（
落
ち
た
「
桐
の
葉
」
を
詠
ん
だ
初
め
で
あ
る
。
．

‥
こ
の
他
、
「
桐
の
葉
」
に
「
雨
」
　
（
秋
の
雨
・
秋
の
村
雨
な
ど
）
L
を
と
り
合

わ
せ
て
詠
ん
だ
歌
の
多
い
こ
と
は
、
前
節
玉
で
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
l
こ
の

と
り
合
わ
せ
も
、
「
長
恨
帥
巴
の
詩
句
、

∵
春
風
桃
李
花
田
日
　
秋
雨
梧
柄
禁
落
時
．

か
ら
の
発
想
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
「
秋
雨
」
の
と
こ
ろ
を
、

・
『
和
漬
朗
詠
集
』
で
は
「
秋
露
」
と
し
て
お
り
問
題
を
残
す
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
諸
本
で
「
秋
雨
」
に
作
る
も
の
は
見
つ
け
て
い
な
い
。

「
長
恨
歌
」
で
は
、
管
見
抄
・
要
文
抄
及
び
宋
本
・
郡
披
本
以
下
の
版
本
は

「
雨
」
∴
に
作
り
」
我
が
国
の
旧
抄
本
の
正
安
本
ユ
ニ
条
酉
家
旧
蔵
本
J
文
和
本

‘
斯
道
文
庫
本
・
陽
明
墨
跡
本
で
は
「
露
」
に
作
る
。
こ
の
異
同
は
、
古
く
唐

（
に
）

代
に
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
『
一

・
・
漢
詩
旬
に
拠
る
と
い
う
方
法
で
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
桐
の
葉
」
が
、
新

古
今
以
後
も
盛
ん
に
歌
わ
れ
て
行
っ
た
の
は
、
式
子
内
親
王
の
一
首
が
新
古
今

集
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
要
因
の
一
つ
．
で
あ
ろ
う
が
、
l
も
う
ナ
つ
に
は
素

材
の
持
つ
聴
覚
的
要
素
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
ひ
ろ

ご
り
ざ
ま
」
の
「
う
た
て
こ
ち
た
し
幸
「
桐
の
業
」
が
秋
風
に
吹
か
れ
た
り
へ

落
葉
し
た
り
、
・
或
は
落
葉
し
た
上
に
秋
の
村
雨
が
降
っ
た
り
す
る
景
は
、
伝
統

的
栗
材
で
あ
る
紅
葉
の
落
葉
に
は
な
い
「
音
」
を
伴
っ
て
い
る
。
・
こ
の
大
き
な

賢
の
持
っ
て
い
る
音
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
大
き
な
音
と
は
限
ら
な
い
、
益
軒
世

和
歌
の
嗜
好
と
合
致
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

お
ち
そ
む
る
桐
の
一
葉
望
昆
う
ち
に
枚
の
あ
は
れ
を
ぎ
き
は
じ
ぬ
軋
る

（
風
雅
4
～
0
　
入
道
二
品
親
王
法
守
）

秋
の
雨
に
L
を
れ
て
お
つ
る
桐
の
葉
は
昔
す
か
し
も
ぞ
か
び
し
か
ひ
け
む

．
人
風
雅
7
1
0
　
西
国
寺
前
付
大
臣
女
）

桐
の
葉
に
か
1
る
音
よ
り
き
～
そ
抄
ぬ
く
れ
ぬ
る
庭
の
秋
の
村
雨
い

（
伏
見
院
細
魚
）

ぬ
れ
て
お
つ
る
桐
の
枯
葉
は
音
お
も
み
嵐
は
か
、
告
嘉
の
村
雨
．

′

　

－

一

1
、
、
（
風
雅
聖
光
頗
院
）

秋
は
ま
た
昨
日
今
日
か
の
桐
の
葉
の
つ
れ
な
き
色
に
雨
お
つ
る
こ
ゑ

．
．
（
雪
玉
集
）

な
ど
の
歌
は
、
桐
の
葉
の
〝
音
〟
壷
と
ら
え
て
巧
み
で
あ
を
㌻

右
0
例
の
如
ぐ
「
音
」
　
「
こ
ゑ
」
と
は
う
語
は
直
接
使
わ
れ
て
い
な
い
が
．
、

や
は
り
．
〝
音
畑
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
も
あ
る
。
－

・
桐
の
葉
の
か
さ
な
る
上
に
雨
お
ち
て
夕
さ
び
し
き
秋
の
ぐ
れ
哉

一20

（
通
勝
集
）

は
、
読
者
に
対
し
て
桐
の
落
葉
の
か
さ
な
っ
た
上
に
雨
が
降
を
立
暑
必
然
的
に

想
像
ぎ
せ
る
㍗
桐
の
葉
は
茶
色
に
な
つ
て
枯
れ
る
ま
で
枝
・
に
つ
待
て
い
て
、
．
車

っ
と
落
ち
て
く
号
乾
い
た
落
葉
が
畳
な
っ
た
上
に
雨
が
落
ち
で
や
る
、
を
の

音
が
秋
の
夕
の
さ
び
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

さ
び
七
草
よ
桐
の
落
葉
は
風
に
な
り
て
人
は
音
せ
ぬ
や
ど
の
夕
暮

（
風
雅
‖
5
9
　
従
二
位
為
子
）

な
ど
は
∴
粛
け
落
葉
は
風
把
甘
か
て
」
・
で
、
轟
い
た
楓
の
落
葉
が
カ
サ
㌢
γ

と
昔
を
た
て
で
け
各
棟
外
患
の
づ
と
想
け
揺
か
れ
へ
下
旬
で
は
姓
肘
打
に
、
風

㌫

が
桐
の
落
翠
に
訪
れ
か
酢
か
炉
で
肝
心
0
人
は
訪
れ
鉦
宿
の
ダ
萄
臥
ざ
、
び
け
さ

が
感
じ
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
式
子
内
親
王
の
歌
を
ふ
ま
え
て
詠
ま
れ



た
行
の
と
思
わ
れ
る
が
、
式
干
疎
親
王
の
・
一
首
で
牟
礼
を
上
旬
「
踏
み
わ
け

難
く
な
り
に
け
り
」
で
、
既
に
読
者
は
脳
裡
で
、
つ
も
っ
た
桐
の
落
葉
を
掛
み

わ
け
る
音
を
想
像
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
は
冥
際
は
あ
け

え
ぬ
幻
の
音
な
の
で
あ
る
が
。

∵
定
家
の
二
首
「
夕
ま
ぐ
れ
」
　
「
桐
の
業
の
」
の
、
一
大
き
な
葉
が
木
の
枝
で
風

に
吹
か
れ
て
い
る
さ
ま
は
、
や
は
り
音
を
想
わ
せ
る
し
、
家
隆
の
う
ふ
る
さ
と

の
」
も
既
述
の
如
く
、
桐
の
落
葉
に
霞
が
落
ち
て
く
る
音
が
あ
っ
た
バ
こ
の
よ

う
な
歌
の
理
解
は
、
或
は
深
読
み
に
陥
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
．
歌
の
背
後
に

あ
る
音
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
▼
？
「
桐
の
葉
」
と
い
う
素
材
に
そ
の
よ

う
な
「
普
」
の
要
素
が
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
素
材
と
は
な
り
え

な
か
っ
・
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
．

撲
詩
文
の
世
界
で
は
、
「
桐
の
葉
」
′
は
秋
の
素
材
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
夏

に
緑
の
葉
が
青
々
と
し
て
い
る
さ
ま
や
「
そ
れ
が
涼
し
い
木
陰
を
つ
′
ヽ
る
と
い

う
発
想
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
世
和
歌
で
は
専
ら
秋
の
素
材
と

も
て
取
り
込
ま
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
詩
文
が
我
国
に
将
来
さ
れ
て
も
、

『
和
挟
朗
詠
集
』
の
如
せ
も
の
に
入
れ
ら
れ
て
広
く
用
い
与
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
∵
羞
竃
如
き
聴
覚
的
要
素
へ
の
嗜
好
も
反
映

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

ふ
く
し
て
∵
「
桐
の
葉
」
は
中
世
和
歌
の
秋
の
索
材
に
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を

閃
い
た
わ
け
だ
が
、
・
同
様
の
こ
と
は
、
「
夕
立
」
に
つ
い
て
、
L
稲
田
利
権
氏

（14）

が
♪
中
世
和
歌
に
於
け
る
歌
材
の
拡
大
と
い
う
こ
と
を
立
証
さ
れ
て
い
る
。

「
桐
の
巽
」
を
詠
ん
だ
．
一
首
の
成
功
作
は
新
し
い
英
の
発
見
で
あ
り
、
そ
れ

に
つ
づ
く
多
く
の
「
桐
の
葉
」
の
歌
は
新
し
い
中
世
の
美
意
識
の
誕
生
を
意
味

し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
昭
和
5
9
年
4
．
月
病
）

窪
〕
手
）
∵
「
丸
子
蹄
親
王
の
原
理
」
・
（
『
学
監
正
敏
㌣
隠
和
赫
鮮
レ
ノ
冬
日

－

　

・

ト

1
『
新
古
今
世
界
と
中
世
文
l
学
監
由
和
4
7
年
、
北
沢
、
図
昏
腋
版
「

㌻
「
白
鳳
文
案
l
巻
士
一
l
所
収
の
↓
晩
秋
閑
居
↑
．
と
題
す
み
箆
で
た
迫
敏
と

承
句
は
、
－
′
、
地
僻
門
深
少
送
辺
∴
∴
披
衣
閑
坐
養
幽
情
．

㍉
l
、
で
あ
る
。

．

　

　

一

、

．
（
3
．
「
有
斐
閣
新
書
『
新
古
今
和
歌
集
入
門
』
・
上
條
翌
等
片
山
事
－
佐
藤

．
∵
恒
雄
著
∵
篇
癖
5
3
年
）
。
1
．
『
研
究
資
料
日
本
古
卦
文
学
⑥
和
歌
』
　
（
昭
和

∵
5
8
年
、
．
由
治
書
院
）
の
中
で
も
・
三
四
五
頁
）
1
、
㌧
佐
藤
氏
が
同
株
の
ご
と

を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
．

（
4
）
　
中
古
和
歌
で
・
「
長
恨
歌
」
嘉
虚
に
詠
ん
だ
献
血
と
し
て
は
、
他
に

・
『
伊
勢
集
』
吏
亮
太
皇
太
盾
宮
大
弐
集
』
料
例
が
見
ら
れ
る
が
、
「
桐

・
の
葉
」
．
を
直
接
的
に
示
す
よ
う
な
例
は
な
け
。
∵
．

（
5
′
）
　
「
初
心
百
官
」
の
成
立
時
掛
に
i
つ
い
て
は
、
表
保
田
淳
『
藤
原
家
隆

集
と
そ
の
研
究
』
　
（
昭
和
4
3
年
、
三
弥
井
宙
店
）
四
七
〇
買
し
四
七
三
頁

に
よ
る
。
∵

（
6
）
　
「
格
物
論
」
は
、
室
町
時
代
の
書
写
に
な
る
慶
応
大
学
本
、
『
李
晒
す

臥
注
』
粒
む
見
え
．
る
か
、
こ
れ
打
つ
し
い
て
．
池
田
利
夫
氏
は
、
「
「
格
物
論
と

は
何
の
番
を
指
す
か
詳
か
に
で
き
な
い
け
れ
l
ど
も
、
ヱ
の
督
埠
慶
応
本
秒

上
欄
書
込
み
の
注
l
に
も
散
見
計
れ
る
、
の
で
．
．
と
の
書
写
年
次
l
の
頃
に
も

用
い
ら
れ
た
書
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
格
物
を
．
付
し
た
書
は
宋
末
に
見
か
け

る
の
で
、
格
物
だ
詰
l
な
ど
と
と
も
に
、
こ
れ
も
唐
代
の
張
庭
賢
の
署
じ
た

注
の
中
で
は
年
代
上
不
都
合
は
春
名
と
言
え
る
か
む
し
れ
な
ノ
廿
；
百
中

比
較
文
学
の
基
礎
研
究
諸
如
鰯
』
二
八
五
軍
昭
和
4
9
年
、
笠
間
象
院
）
‥
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
「
桐
と
長
恨
歌
と
桐
壷
巻
　
－
　
漢
文
学
よ
り
見
た
源
氏
物
語
の
誕
生

－
　
」
　
（
『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
編
伯
、
昭
和
5
7
年
）

（
8
）
　
　
『
牧
野
新
日
本
植
物
図
鑑
』
　
（
昭
和
3
6
年
、
北
隆
館
）

（
9
）
　
清
水
泰
「
桐
壷
の
巻
の
名
」
　
（
『
平
安
文
学
研
究
』
第
2
2
的
　
昭
和

3
3
年
）
L

（
1
0
）
　
注
（
7
）
　
の
新
聞
氏
論
文
に
よ
る
。

（
1
1
）
．
信
広
の
こ
の
歌
も
、
定
家
の
歌
同
様
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
同
詩
句

を
ふ
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
作
者
信
広
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る

の
で
今
ふ
れ
な
い
。

（
1
2
）
　
定
家
の
『
自
氏
文
集
』
受
容
に
つ
い
て
は
佐
藤
恒
雄
「
定
家
・
慈
月

．
の
自
氏
文
集
受
容
－
－
第
一
第
二
峡
の
問
題
と
採
句
傾
向
の
分
析
か
ら

1
」
　
（
『
中
世
文
学
』
第
1
8
号
、
昭
和
4
8
年
）
　
に
詳
し
い
。

（
1
3
）
　
太
田
次
男
「
長
恨
歌
伝
・
長
恨
歌
の
本
文
に
つ
い
て
1
旧
抄
本
を

中
心
と
し
て
」
　
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
1
8
時
　
昭
和
弘
年
）

（
1
4
）
　
稲
田
利
徳
「
夕
立
の
歌
「
－
中
世
和
歌
に
お
け
る
歌
材
の
拡
大
－
」

（
『
国
語
国
文
』
第
5
1
巻
第
6
号
　
昭
和
5
7
年
）

〔
付
記
〕
本
稿
彗
昭
和
5
8
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
仝
春
季
研
虜
集
会
に

於
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
細
教
示
を

賜
わ
っ
た
位
藤
邦
生
先
生
、
ま
た
終
始
御
指
導
戴
い
た
稲
賀
敬
二
先
生
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。

A
会
員
近
著
紹
介
V

『
崇
献
万
変
和
歌
集
成
　
空
町
前
期
』
　
　
　
　
渋
谷
虎
雄
著
∴

奈
良
・
平
安
時
代
以
後
、
江
戸
時
代
以
前
の
万
選
集
研
究
文
献
類
（
校
本
万

乗
集
所
収
の
万
葉
集
古
写
本
等
を
除
く
）
　
に
収
め
ら
れ
た
万
葉
歌
旬
に
つ
い
て
、

そ
の
女
献
別
万
葉
一
覧
と
考
説
（
誌
）
と
を
ま
せ
め
る
。

如
一
冊
平
安
・
鎌
倉
期
（
昭
和
五
十
七
年
刊
）
．
第
二
冊
南
北
朝
期
（
昭
和
五

十
八
年
刊
）
　
に
続
く
、
こ
れ
は
室
町
前
期
と
な
る
。
前
二
著
に
ひ
き
つ
づ
凄
第

六
「
室
町
前
期
－
諸
訓
錯
綜
歌
の
類
－
」
と
し
て
、
万
葉
集
間
容
儀
か
ら
源
語

花
錦
抄
（
肖
柏
）
　
に
至
る
七
十
八
番
（
謡
曲
・
狂
言
等
も
含
め
る
）
　
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
昏
所
収
切
石
葉
歌
を
掲
出
し
」
国
歌
大
観
番
号
や
諸
本
の
昇
同

を
付
記
し
っ
つ
、
各
々
に
書
誌
的
解
説
や
考
察
を
加
え
る
。

さ
ら
に
「
追
記
（
室
町
前
期
）
」
と
し
て
栂
足
的
資
料
を
示
す
ほ
か
、
「
余

活
」
と
し
て
「
東
大
寺
蔵
写
本
『
万
葉
集
披
蜃
』
に
つ
い
て
」
　
「
『
万
葉
儀
抄

出
類
緊
』
償
え
轟
き
」
の
二
論
考
を
付
す
。

本
書
に
収
載
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
．
「
十
四
代
償
歌
枕
」
と
「
万
贋
集
抜
書
」

は
こ
こ
に
は
じ
め
て
翻
刻
さ
れ
た
虻
の
で
、
三
条
西
実
隆
二
葉
抄
」
の
翻
刻

も
貴
重
で
あ
る
．
4
．
文
部
省
出
版
助
成
金
に
よ
る
刊
行
。

《
A
5
版
、
八
八
五
ペ
ー
ジ
、
由
和
．
五
十
九
年
二
月
、
桜
租
社
刊
、
三
八
、
．
〇

〇
〇
円
）
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